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今、月の森でルパン四世と みねふじね が歩いていました。
そこを ミスターぜにがた が みていました。ルパン三世だと
思いこみ、つかまえようとして『ブラックホールはっせいそ
うち』を作ってしまいました。
ミスターぜにがた はそれを、しげみの中にかくしました。

そこで、森の精があらわれ、ルパン四世に「ミスターぜにが
たがブラックホールを かくしているよ」と教えてくれました。
「ルパン、どうしよう」みねふじねがいいました。
「まかせて」ルパン四世がまわりをうかがいました。

すると、しげみからミスターぜにがた のオレンジ色のマフ
ラーがみえました。

そしたら「ふっふっふ、気づいてしまったか。ルパン、ぜっ
たいにがさんぞ～、『ブラックホールはっせいそうち』、はつ
動だ。」

ルパン四世たちはブラックホールに すいこまれました。

でも『ブラックホールはっせいそうち』は、こしょうしてし
まい、2人は出てくることができました。

みねふじねが「よかった～、たすかった」ルパン四世が「ふー、
よかった。ミスターぜにがた の失敗にかんしゃだな」と言い
ました。すると、ミスターぜにがたは、「ぐぬぬ･･･こんなく
だらない戦いはゆるさんぞ。」と言い「次に会ったらゆるさん
ぞ」と言いました。
するとルパン四世が「そうだ。みねふじね。ちょうのう力で
あいつをたおしてくれないか」と言うと、みねふじねが「はー
い！」と言いました。みねふじねのちょうのう力でミスター
ぜにがたをたおし、ルパン達は月の森から出ることができま
した。
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